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株式会社ニチレイ
（従業員数 ２２６名）

持ち株会社
不動産事業：賃貸ビル

株式会社ニチレイフーズ （従業員数９,４９６名）
（加工食品事業）：冷凍食品で日本国内売上1位、レトルト食品、アセロラ原料

株式会社ニチレイフレッシュ （従業員数１,１６４名）
（水産事業）・（畜産事業）：国内外の水産品、畜産品の素材流通

株式会社ニチレイロジグループ本社（従業員数４,６５９名）

株式会社ニチレイバイオサイエンス （従業員数９２名）
（その他）：試薬・診断薬、化粧品原料など機能性素材、血清・培地

注：（ ）内は事業別セグメント名

設立：１９４２年１２月２４日
創立：１９４５年１２月１日
グループ：子会社８０社、関連会社１８社
従業員数：１５,７６６名
代表取締役社長：大櫛顕也
本社：東京都中央区築地
上場市場：東証プライム（２８７１）
「日経２２５」
「JPX 日経インデックス４００」構成銘柄
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会社概要

＜インデックスへの組み入れ状況＞
「FTSE4Good Index Series」
「FTSE Blossom Japan Index」
「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」
「MSCI ジャパン ESGセレクト・リーダーズ指数」
「MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）」

＜従業員の健康管理・安全衛生への評価＞
「健康経営銘柄2023」
「健康経営優良法人ホワイト500」
「安全衛生優良企業」認定

※2023年3月末時点情報

（低温物流事業）
物流ネットワーク事業： ＴＣ（通過型物流センター）、輸配送、３ＰＬ
地域保管事業： 日本国内で冷蔵倉庫の能力が首位
海外： 欧州と中国、ASEANで低温物流事業を展開



加工食品事業
・冷凍食品のパイオニアで、
国内トップメーカー

・主力商品は、炒飯やから揚げ
・家庭用のほか業務用の取扱いも大きい

水産事業
えび・たこ・魚卵・貝類
など水産品の調達・加工・販売

畜産事業
国産および輸入の鶏肉・豚肉・牛
肉などの調達・加工・販売

不動産事業
オフィスビルの賃貸
ニチレイ東銀座ビル、明
石町ビル、水道橋ビルほ
か

低温物流事業
・全国76箇所に冷蔵倉庫を保有し国内
シェアＮo.1、海外拠点を含めると世界5位

・輸配送などトータル物流サービスを展開
・グループ外の取扱いが90％超

(2023年3月期)
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連結売上高
6,622億円

調整額
▲231億円

加工食品
2,757億円

42％

低温物流
2,442億円

37％

水産
690億円

10％

畜産
858億円

13％

不動産
45億円

その他
61億円

事業概要、売上構成

バイオサイエンス
事業
細胞培養関連試薬・診断薬・化粧品
原料の製造、販売
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グループ総合力の発揮

水産•畜産事業

低温物流事業

加工食品事業

調 達 加工・生産

保管・物流

販売・サービス
の提供

独自の
素材調達ネットワーク

国内No.1の高度な低温物流

商品開発・美味しさを
再現する加工/生産技術

鮮度・品質

サプライチェーン
の多様化、気候変動

健康ニーズ

人手不足・
フードロス

冷凍食品需要の拡大

安定した物量・物流効率化ニーズ（国内・海外）

輸入冷凍品
（水産・畜産・農産物）

様々な原材料

国産生鮮品

多種多様な
顧客・業態への対応力

「冷凍」を中心に、需要の強い「食」と「物流」を併せ持つ事業領域において社会課題を解決

ビジネスモデルと強み



ニチレイのコア・ビジネスは加工食品と低温物流

【事業の内容】
1.加工食品事業：冷凍食品売上で日本国内１位、調理冷凍食品の売上が全体の約７割を占める。
チキン加工品と米飯類の取扱が大きい。海外では米国とタイを中心に事業を展開。

2.低温物流事業：冷蔵倉庫の保管能力で世界５位、国内１位。
① 物流ネットワーク・・・輸配送を中心とした物流ソリューションを提供
② 地域保管・・・国内で東京圏、関西圏を中心に冷蔵倉庫を運営
③ 海外・・・欧州（オランダ・ドイツ・ポーランド・フランス）と中国、ASEANで低温物流事業を

展開
3.水産事業：水産品の素材流通、エビの取扱が大きい。
4.畜産事業：畜産品の素材流通、国産チキンの取扱が大きい。
5.不動産事業：オフィスビルの賃貸が主な業務。
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＜加工食品事業の売上構成（2022年度）＞

海外
21%

家庭用調理品
30%

業務用調理品
36%

＜当社の位置付け（冷凍食品メーカー売上高ランキング＞

＜主な取扱い商品＞

出所：（株）食品産業新聞社「冷食日報」（2021）

家庭用調理冷食業務用調理冷食 農産加工品 海外

2021 家庭用：業務用
（比率）売上高

（億円） 増減率

Nichirei 2,386 8.4% 45:55

A社 2,217 11.8% 67:33

B社 1,833 16.5% 46:54

C社 1,736 7.1% 30:70

D社 963 -2.8% 63:37

加工食品事業の売上規模と構成

5

海外
21%

その他
5%

農産加工品
7%

家庭用調理品
30%

業務用調理品
36%



低温物流事業 日本の食品流通を支えているニチレイの低温物流

冷蔵倉庫（ＤＣ）

冷蔵倉庫（ＤＣ）の内部

スーパーマーケットの物流センター（ＴＣ）

物流センター（ＴＣ）の内部

地域保管事業 物流ネットワーク事業

輸配送
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低温物流業界での当社のポジショニング

1.当社は冷蔵倉庫の保管能力で世界５位、国内１位。国内での保管能力シェアは業界で抜きん
出ているが、日本各地に中小の業者が点在しており、シェアの上位集中度が低いことが特徴。

2.当社は輸配送も含めた食品物流業界においても国内１位。
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【国内】 【海外】



外
国
・
国
内
貨
物

保管

仕分け・
荷揃え

付帯
サービス

（付帯サービスの例）

出庫

（当社グループの強み）
・国内保管能力は約155万トンで、シェアトップ（約9％）
・物量が多く立地優位性の高い大都市圏のほか、農産・畜産品の生産地にも倉庫
を有する

・全国の保管拠点と配送網を活かし、保管・付帯サービス・配送に至るまで
トータルサービスを展開

・大手小売店様向けの配送センターを約40カ所運営
・高品質な運営を可能とするノウハウ
・ニチレイブランドの信用力をベースに年間約5000社との取引実績

（ＤＣ・ＴＣ）
通関

輸配送

検品・
入庫

輸配送

トータル低温物流サービス

（ が主なサービス）

設備能力・
集荷力

多様な
サービス
品質管理・
信用力

低温物流事業のビジネスモデル（国内）
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国名 年 会社名 資本金 事業内容 設備能力
（万トン） 特徴

1988 Eurofrigo B.V. 491万
ユーロ

冷蔵倉庫事業
（港湾、内陸） 23.3港湾エリアでは主に欧州発着の輸出入貨物（畜産物など）を保管。動物検疫所を備えている。

オランダ 1990 Hiwa Rotterdam Port 
Cold Stores B.V. 

227万
ユーロ

冷蔵倉庫事業
（果汁専業） 18.6・欧州に搬入されるドラム果汁の保管で最大手・ブレンディングなどの付加サービスも提供

1989 Thermotraffic
Holland B.V. 

50万
ユーロ

フォワーディング事業
（低温運送・通関事業）

－

・西欧に加え中東欧、ロシアにも配送網を拡充
・厳密な温度管理が必要な医薬品も取扱ドイツ 1989 Thermotraffic GmbH 120万

ユーロ －

イギリス

2014 Thermotraffic
UK Ltd. 

50万
ポンド －

2020 Kevin Hancock Limited －冷蔵倉庫事業
（港湾、内陸） －冷凍・チルド食品の保管、マイクロウェーブ解

凍・空調解凍・急速凍結サービスを提供

2021 Norish Limited －冷蔵倉庫事業
（港湾、内陸） 10.0内陸部および港湾エリアで冷蔵倉庫を運営し、保管サービスと急速凍結等の付帯サービスを提供

ポーランド
2004 Frigo Logistics 

Sp. z o.o. 
1,180万
ズロチ冷蔵倉庫・低温運送事業 7.9大手小売の店舗向け保管・仕分け・配送業務を受託

2021 Armir Logistyka Sp. z o.o. －低温運送事業 －小売店舗向け配送業務を受託

フランス 2010

Transports Godfroy
S.A.S. 

15万2千
ユーロ冷蔵倉庫・低温運送事業

（実運送） 4.7現地のメーカーや卸・量販店センター向けの保管・輸配送サービスを提供Entrepots Godfroy 
S.A.S. 

7千
ユーロ

（統括会社） Nichirei Holding Holland B.V. 

 1988年に進出したオランダを起点に、通関・保管・クロスボーダー輸送が一体
となった総合物流サービスを展開

低温物流事業 オランダを起点に欧州で総合物流サービスを推進
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当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し・戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来
の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明
における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、 「見込み」、 「予測」、 「予想」その他これら
の類義語を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可能な情
報から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素に
より、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このため、これらの業績見通
しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。また、新た
な情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直すとは限りませ
ん。実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含まれます：
①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境
②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動
③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性
④新商品・新サービス開発の実現性
⑤成長戦略とローコスト構造の実現性
⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性
⑦偶発事象の結果
など
ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確実

な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あくまで
ニチレイをより深く理解していただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのものではあ
りません。

当資料取扱いのご注意
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